
平成18 年度畜産物安全・安定供給相互理解体制推進事業 

 

現 地 交 流 会 ア ン ケ ー ト 結 果 

平成18 年 11月 27日実施 回答者数 22 名 

 

Ⅰ 本日の現地交流会等について 

Ｑ１ あなたは今までに研修として牧場等

を見学したことがありますか。 
Ｑ２ 本日の見学内容(感想等)を家族、知人

等に伝えたいですか。 

はい
59%

いいえ
41%

 

はい
95%

いいえ
0%

わから
ない
5%

 
 

Ｑ３ 今回、生産現場等を見学して新しい発見がありましたか。 

はい
90%

いいえ
5%

無回答
5%

 



Ｑ４ Ｑ３で、「はい」と回答した方のみにお伺いします。新しい発見とは具体的な内容とは。 

①施設に関して 

n 思っていたより綺麗にされている。 

n 乳業はあまりくさくない。 

n 四日市酪農の乳牛の育て方。 

n フリーストール。 

n ミルキングパーラー。 

n 鶏卵の施設。 

n まわりの家々に配慮されていると感じた。 

n 長年の経営から出てきたことを活かして作られている。 

n 飼育している動物にストレスがかからないよう配慮されている。 

n 四日市酪農の規模について。 

n 機械の発達で、働いている人の少ないのに驚きました。 

n 近代農業を感じた。 

n 生産性を深く考えるともっと進歩できると思います。 

n 乳搾りの技術。 

 

②飼育技術に関して 

n 飼育技術が高くなっているなと感じた。 

n 卵について。 

n 子牛をまとめて飼育しているところ。 

n 搾乳のところなど。 

n ふれあい牧場のような一番手のかかる牛を育てる専門があってよい。 

n 今まで見せて頂いた飼育技術とは違った方法にびっくりしました。 

n 安全な肥料を与えるため、努力されていることに感心した。 

n 乳牛、とりも分業で飼育しているんだと知りました。 

n 研究し、技術向上に努力されている事がよくわかった。 

n 技術の発達は素晴らしいと思います。 

n 毎日の事なので、大変な事を少しでも楽に働ける様になっていると思う。 

n 技術には大変苦労が必要だと感じました。 

n 農家から牛を預かり、飼育していること。 

n 酪農工場、農家が密接して協力体制で行っているということ。 

 

③環境対策に関して 

n とても環境に配慮されているところ。 

n 人間と同じようにされている。 

n 臭いが少なかった。 

n 一番神経をつかわれていることだと感じました。 

n 周囲への配慮もされ、循環型飼育に取り組まれていることに感動した。 

n 昔とは大きく変わっていて、工夫されていると思う。 

n 糞尿を堆肥にし地域住民に配布する等、環境循環型を基本としているということ。（4 人） 

 



④給与飼料に関して 

n 考えられている。 

n 牛のえさについて。 

n 決まった時間でエサがでるようになど。 

n 一部自家栽培して、こだわりの飼料を作っているところ。（3 人） 

n 安全なものを心がけていると思った。 

n 輸入や添加物に頼らず自作物を与えていること。 

n 内容について。食べているもの。 

n 飼料が製品に大きく影響すること。 

n 生産者さんが大切にしていること。 

n 本日は大変感心しました。 

n 遺伝子組み換えでない飼料を与えているということ。 

n 育てたとうもろこしを、発酵させて与えること。 

 

 

⑤衛生対策に関して 

n 衛生面にも感心しました。 

n 毎日の牛舎の清掃や搾乳時の衛生管理が、きちんと徹底して管理されているところ。 

n きちんと管理されていて安心した。 

n 環境と同時進行で取り組んでいること。 

n 搾乳や防疫への配慮。 

n 危険性の高い作業で特に重視していること。 

n 畜産については清掃を徹底していること。 

n 日々進歩して欲しいです。 

n 牧場にて搾乳の際、人間の手で行うのは乳を消毒することくらいで、あとは機械がやると

いうこと。 

n 菌数を減らす工夫をしている。 

 

 

⑥その他 

n 朝早くから夜遅く、365日とても大変だと思いました。 

n 牛は決まった時間に乳を搾る。午前７時と午後７時。 

n 低温殺菌処理の牛乳にこだわることは、衛生対策もしっかり。 

n 真剣に打ち込まれている姿、一生懸命さが伝わった。 

n 卵の大きさ（大きいのは、ひねている鶏）割れやすい。 

 



Ｑ５ 現地での見学・説明でもう少し詳しく聞きたかった内容があれば、ご記入下さい。 

n 特になし。 

n 牛の種類のこと。 

n 卵や牛乳の販売の表示で、飼料（牛や鶏のえさ）が非遺伝子を使用しているのかどうかと

いう表示は、あるのでしょうか？一般的に義務付けられているのでしょうか？ 

n 牛や鶏を育てていく畜産業を続けていくために必要なことは？ 

n 地産地消が言われてから変わったことはないか？（生産者がわかるものを） 

n それぞれの見学時間が少し短かった。 

n 詳しく説明されていてよかった。 

n ふれあい牧場で使用している飼料はどこで作られているものですか。 

n 生乳と加工乳についてもう少し訊ねたかった。 

n 卵の菌についてもう少し聞きたいと思いました。 

n 技術や飼料の開発途上での苦労話や、これだけは他の畜産農家に負けないというこだわり

のところ。 

 

Ｑ６ 意見交換会で、役にたった内容があれば、ご記入下さい。 

n 卵に関しての勉強になった。 

n 農家や生産者の方の話を直接お聞きして、毎日たくさんの世話もされて、大変さも少し分

かった気がします。おいしいものを作るために、苦労して頂いていることを知って、食べ

物を大切にしたいと思いました。 

n 鳥インフルエンザのこと。（4 人） 

n 生産者の方の大変さ、気を遣っているところ、大切に生産されていることを知り、子供た

ちにも知らせ、食物を大切にする、命に感謝するというところを教えていけたらと思いま

した。 

n 卵について詳しく説明して頂いたのがよかったです。 

n 鶏卵の管理・扱い方について。（3人） 

n 飼料と飼育の関係など、初めて知ることもありとてもよかった。勉強になった。 

n 今村さんの「きららの卵」について色々な事が伺えて、参考になりました。これからも安

心な卵をよろしく頼みます。 

n 卵の事がよくわかった。 

n 卵料理では、つくりおきしない。卵にはまわりにクチクラというものがついている。 

n クチクラ。 

n 賞味期限のつけ方。 

 



Ｑ７ 今後も本日のような現地交流会等に参加してみたいですか。 

 

はい
81%

いいえ
0%

無回答
14%わからない

5%

 

 

Ｑ８ 本日紹介された畜産物を買ってみたいと思いましたか。 

 

①ぜひとも買ってみたい 

商品名：四酪乳製品(1 名)  飲むヨーグルト(5名)  低温殺菌牛乳(6名) 

ヨーグルト(4名)  アイスクリーム(1 名)  きららのさと卵(5名) 

生協でも扱っていると知り、是非購入してみたいです(1名) 

 

②機会があれば買ってみたい 

商品名：四酪乳製品(1 名) 飲むヨーグルト(2 名)  きららのさと卵(2 名) 

 

③あまり買ってみたいとは思わない  ④買いたくない  ⑤無回答 

 

⑤
12%

②
24% ①

64%

④
0%

③
0%

 



Ｑ９ その他の感想をご自由にご記入下さい。 

n 三重県の地場産物をもっと意識して購入し、食卓へ利用していくことに大きな意味がある

事がわかりました。農家の人々が一生懸命に安心安全なものを生産しようとする取組が、

大変良く分かりました。 

n 乳製品は生協で買い求めていますが、正しい生産をされている今村さんの卵は是非求めて

みたいと思います。 

n 子供の頃兄が3頭授乳していたので、とても懐かしかったです。昔の牛乳風呂を思い出し

ます。 

n もっともっと地元の食材を買って調理したいと思います。 

n 今回参加させて頂き、色々わかり安心して食べる事ができます。 

n 四日市酪農の製品（3P ヨーグルト・牛乳）をすでに毎日のように買って食べています。

低温殺菌牛乳のよさは知っていたが、これからは是非買ってみようと思います。 

n 生産者や主催者の方には大変お世話になりありがとうございました。 

n 低温殺菌牛乳の良さがよく理解できた。できるだけ飲んでみたいと思った。実際現場を見

せて頂き、安全な商品を提供しようと努力されていることを実感した。 

n 今日は今までにないお話が聞けてとても勉強になりました。また四日市酪農さんの乳牛の

育て方、こだわりにはとても感心しました。きららのさとの卵を是非買って食べてみたい

です。是非給食にも入れて頂くといいと思います。地元の学校に是非入れてやってくださ

い。 

n 今日ごちそうになったヨーグルトとてもおいしかったです。 

n お忙しい中、色々な事を教えて頂きありがとうございました。 

n 色々説明して頂きありがとうございました。 

n もっと現地見学が多くてもよい。 

 

Ⅱ 畜産物の安全性について 

Ｑ１ あなたの家族構成をお教え下さい。 

 

 

①就学以前 

②小～中学生 

③高～大学生 

④40 歳まで 

⑤60 歳まで 

⑥60 歳以上 

⑦無回答 

④
17%

④
11%

⑦

3%

⑥

14%
⑥
17%

③
0%

②
3%

①

1%

①

4%
②
3% ③

1%

⑤
15%

⑤
11%

 

男
性 

女
性 



Ｑ２ 畜産物を購入する時、「三重県産」ということを意識して購入していますか。 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

加工品

鶏卵

鶏肉

豚肉

牛肉

牛乳

意識している

意識しない

どちらでもない

無回答

 

Ｑ３ 三重県産の畜産物で知っている「銘柄」をご記入下さい。（いくつでも） 

0

2

4

6

8

10

長

谷
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鶏

場

の

ビ

タ

ミ
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地
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卵

地

主

た

ま

ご

き

ら

ら

卵

嬉

野

赤

鶏

伊

勢

赤

鶏

鈴

鹿

豚

や

ま

と
豚

ク

リ
ー

ン
ポ

ー

ク

伊

賀

豚

玉

城

豚

三

重

豚

モ

ク

モ
ク

鈴

鹿

山

麓

牛

加

藤

牧

場

牛

七

保

牛

お

茶

を

食

べ

て

育

っ
た

牛

伊

賀

牛

松

阪

牛

四

酪

ヨ
ー

グ

ル
ト

大

内

山

牛

乳

 

Ｑ４ 畜産物を購入する際に、どのようなことを意識していますか。(上位 3つまで) 

 

①安全性  ②価格     ③味       ④パックの量  ⑤ブランド 

⑥外観   ⑦陳列・包装  ⑧予定した献立  ⑨栄養価    ⑩カロリー 

⑪産地   ⑫その他(鮮度) ⑬無回答 

 

⑤
5%

⑨
3%

②
21%

①
26%⑧

2%

⑩
2%

⑬
2%

⑫
2%

④
3% ③

17%

⑥
3%

⑦
0%

⑪
14%

 

E 

1 位 安全性 

2 位 価格 

3 位 味 



Ｑ５ 畜産物を購入する時に安全性をどのようなことで判断していますか。(上位 3つまで) 

 

①産地   ②外観  ③賞味期限等の表示  ④感触臭い等 ⑤有機、無農薬等の表示 

⑥生産者、製造者名  ⑦原材料・添加物等  ⑧認証マーク ⑨無回答 

 

⑤
13%

⑨
6%

②
8%

①
21%

⑧
4%

④
2%

③
24%

⑥
9%

⑦
13%

 
 

 

Ｑ６ 県内産以外の畜産物を購入する理由をお教え下さい。(上位 3つまで) 

 

①安いから    ②安全だから ③おいしいから ④新鮮だから ⑤三重県産がないから 

⑥特に理由はない ⑦表示では産地がわからないから 

⑧気に入っている銘柄があるから ⑨その他(購入していない) ⑩無回答 

 

⑤
24%

⑨
3%

②
3%

①
13%

⑧
6%

⑩
16%

④
6%

③
13%

⑥
10%

⑦
6%

 
 

1 位 三重県産がないから 

2 位 安いから 

   おいしいから 

3 位 特に理由はない 

1 位 賞味期限等の表示 

2 位 産地 

3 位 有機、無農薬等の表示

     原材料・添加物等 



Ｑ７ 畜産物のトレーサビリティについてご存知でしたか。 

①知っている 

（システムを利用したことがある） 

②知っている 

（システムは利用したことがない） 

③聞いたことはある 

（体験または利用してみたい） 

④聞いたことはある 

（体験または利用してみたいとは思わない） 

⑤聞いたことがない(今後、知りたい） 

⑥聞いたことがない(興味もない） 

⑦無回答 

⑤
27%

②
23%

①
9%

④
0%

③
14%

⑥
0%

⑦
27%

 

 

 

 

Ｑ８ アメリカ産の牛肉輸入が再開されましたが、これについてどう思いますか。 

 

①不安はない ②多少の不安がある ③不安がある ④あまり関心がない ⑤無回答 

 

⑤
14% ②

27%

①
0%

④
5%

③
54%

 



Ｑ９ 畜産について、今後どのようなことを知りたいですか。(上位 3つまで) 

 

①農場施設    ②衛生管理 ③飼育管理 ④環境保全対策 ⑤給与飼料 

⑥県政の取り組み ⑦家畜品種 ⑧無回答 

 

⑤
17%

②
18%

①
13%

⑧
8%

④
19%

③
15%

⑥
8%

⑦
2%

 

 

 

Ｑ10 畜産物の安全性について、自由に記述して下さい。 

 

n 口にする物なので、安全性の面に関しては興味がある。 

n 消費者からは客観的にしか安全性が見れない。今日の生産者の方々のように一生懸命研

究しつつ、取り組まれている生産者がたくさんいてくれるといいなと思う。今日のよう

な体験をする事により、更に地産地消として三重県産のものを使っていきたい気持ちに

させられた。 

n 最近近くのスーパー(南ヶ丘マルヤス)が改装し、商品も少し変わってしまったが、以前

買っていた肉のブランドがなくなってしまった。高くてもよいものが食べたいので、こ

れまで通りの商品を買いたいと思う。三重県産の伊賀豚や赤どりなど、購入しやすくし

てほしい。価格重視で安全性を軽視している企業が気になる。 

n 作っているところを自分の目で見て、安心できることが一番だと思います。 

n 今学校給食では、鶏は県内産、豚は国内産、牛は県内産和牛を指定して買っています。

今日の研修は、冬場牛乳を残す子供が多くなるので、牛乳のよさや牛乳の作られるまで

を子供達に教えたいと思って参加しました。地元のものをできるだけ使いたいのです

が、流通や販売について良く分からないところもあるので、調べてみたいと思います。 

 

1 位 環境保全対策

2 位 衛生管理 

3 位 給与飼料 


